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海
軍
航
空
部
隊
（
予
科
練
）
の
思
い
出 

福
島
県 
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こ
れ
か
ら
申
し
述
べ
る
こ
と
は
、
確
か
な
記
録
が
無
く
、

薄
ら
い
だ
記
憶
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で
す
の
で
、
事
実
と

多
少
の
違
い
、
ま
た
田
舎
育
ち
の
無
学
の
私
で
す
の
で
、

難
し
い
言
葉
で
の
表
現
な
ど
出
来
ま
せ
ん
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
。 

 

私
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
二
十
日
、
現
在
の

喜
多
方
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
入
隊
当
時
の
家
族
は
両
親
、

弟
三
人
、
妹
三
人
の
九
人
の
大
家
族
で
し
た
。
父
は
畳
職

人
、
母
は
今
で
言
う
専
業
主
婦
で
、
父
一
人
の
収
入
に
頼

っ
た
家
計
で
や
り
繰
り
に
母
が
苦
労
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
私
の
故
郷
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、
皆
様
ご
承

知
の
通
り
、
当
地
は
「
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
」
「
蔵
の
町
」
と

し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
は
昭
和
二
、

三
年
頃
、
二
人
の
中
国
人
が
お
ら
れ
ま
し
て
、
「
支
那
そ

ば
」
を
作
り
、
リ
ヤ
カ
ー
に
屋
台
を
乗
せ
「
夜
鳴
き
そ
ば
」

を
売
り
歩
い
た
と
こ
ろ
味
の
良
さ
が
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
「
夜
鳴
き
そ
ば
屋
」
を
開
店
し
た
と
こ
ろ
、
ま
す

ま
す
繁
盛
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
目
を
付
け
た
地
元
の
飲
食

業
店
な
ど
が
次
々
に
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
き
、
「
喜
多
方
ラ

ー
メ
ン
」
と
し
て
売
り
出
し
、
現
在
専
門
店
が
百
八
十
軒

ほ
ど
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
お
土
産
店
、
駅
の
売
店
、

旅
館
等
で
も
お
土
産
品
と
し
て
売
ら
れ
、
最
近
で
は
通
信

販
売
、
各
地
の
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
等
で
も
販
売
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「
蔵
」
は
大
昔
、
大
火
事
が
あ
っ
た
際
、
土
蔵
が
焼
け

残
っ
た
こ
と
で
蔵
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
家
を
新
築
す
る

な
ら
「
蔵
」
と
次
々
増
え
ま
し
た
。
一
般
に
「
蔵
」
と
言

え
ば
耐
寒
、
対
暑
、
耐
火
性
が
あ
り
、
高
級
衣
類
、
貴
重

品
、
米
、
味
噌
、
漬
物
等
の
貯
蔵
用
で
す
が
、
喜
多
方
の

蔵
は
住
居
が
主
で
、
他
に
地
方
の
貯
蔵
蔵
を
兼
ね
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
一
般
住
居
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
舎
、
学
校
、

郵
便
局
、
ト
イ
レ
等
に
ま
で
蔵
の
仲
間
で
あ
り
、
当
地
の

写
真
屋
さ
ん
が
、
蔵
の
内
外
、
蔵
で
の
生
活
な
ど
の
写
真

集
を
出
版
し
て
全
国
的
に
ラ
ー
メ
ン
と
共
に
知
ら
れ
る
よ
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う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
大
昔
、
会
津
地
方
は
日
本
海
同
面
の
海
で
し
た
が
、

地
盤
変
動
で
海
水
は
盆
地
に
浸
透
し
、
地
熱
で
暖
め
ら
れ
、

地
表
に
塩
辛
い
熱
湯
が
出
て
い
る
の
を
当
地
の
寺
の
開
祖

が
発
見
し
、
開
湯
六
百
年
の
歴
史
が
あ
る
熱
塩
温
泉
の

宿
々
が
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
効
能
特
に
子
宝
の
湯
と
も
言

わ
れ
、
会
津
の
奥
座
敷
と
し
て
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て

お
り
ま
す
。 

 

以
上
申
し
述
べ
た
町
で
育
っ
た
私
、
民
男
少
年
は
、
昭

和
十
八
年
、
喜
多
方
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等
二
年
在
学

中
に
、
担
任
の
武
藤
由
秋
先
生
か
ら
以
前
に
も
話
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
「
少
年
兵
を
志
願
し
な
い
か
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

 

私
は
長
男
で
あ
り
卒
業
し
た
ら
父
の
後
を
継
ぐ
覚
悟
で

お
り
、
父
も
同
じ
考
え
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
お
断
り
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
生
は
私
の
近
隣
の
新
聞
販
売
と
酒

販
売
の
店
主
に
依
頼
し
て
父
の
同
意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

戦
時
中
の
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
先
生
が
勧
め
る
な

ら
国
の
た
め
尽
く
さ
せ
て
貰
い
ま
す
と
承
諾
し
ま
し
た
。 

 

当
時
、
予
科
練
と
言
え
ば
青
少
年
の
憧
れ
の
的
で
あ
っ

た
の
で
、
受
験
願
書
を
提
出
し
て
受
験
勉
強
に
励
み
ま
し

た
。
当
時
、
陸
軍
の
志
願
は
身
体
検
査
に
合
格
す
れ
ば
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
予
科
練
は
学
科
試
験
も
有
り
、
合
格

率
が
低
い
の
で
不
安
で
し
た
。
受
験
の
結
果
、
一
次
、
二

次
試
験
共
に
合
格
し
、
先
生
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
二
、
三
日
た
っ
て
か
ら
武
藤
先
生

か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
俺
の
留
守
中
は
五
年
生
の
授
業

を
見
て
く
れ
と
頼
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
私
は
五
年
生
位
の

授
業
だ
っ
た
ら
自
信
が
あ
っ
た
の
で
引
き
受
け
、
入
隊
ま

で
勤
め
ま
し
た
。 

 

武
藤
先
生
は
剣
道
七
段
、
練
士
の
資
格
有
り
、
当
時
中

学
校
（
現
在
の
高
校
）
で
は
武
道
は
必
修
科
目
で
し
た
。

そ
し
て
近
隣
の
学
校
へ
出
張
し
て
教
え
て
お
り
ま
し
た
の

で
他
の
先
生
が
代
っ
て
授
業
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
出

産
で
休
ん
で
い
る
先
生
が
お
ら
れ
て
先
生
が
不
足
し
て
お

り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
一
日
付
で
喜
多
方
町
長
名
で
次

の
入
隊
通
知
書
が
入
り
ま
し
た
。 
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『
喜
兵
第
二
〇
〇
四
号 
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右
志
願
兵
ノ
入
隊
ニ
関
シ
左
記
事
項
依
命
示
達
候
也 

 

追
テ
入
隊
旅
費
支
給
ス
ヘ
キ
ニ
付
七
月
二
十
八
日
九
時 

 

印
章
携
帯
当
役
場
ニ
出
頭
相
成
度
シ 

 
 

 
 
 

左
記 

 

一
、
入
隊
期
日
及
入
隊
先 

 
 

イ
、
昭
和
十
九
年
七
月
三
十
一
日
午
後
二
時
参
着 

 
 

 
 

仝 
 
 

 

八
月 

 
一
日
入
隊 

 
 

 
 

七
月
三
十
一
日
参
着
後
直
接
航
空
隊
ニ
収
容 

 
 

 
 

セ
シ
メ
ラ
ル 

 
 

ロ
、
三
重
海
軍
航
空
部
隊 

 
 

 
 

三
重
県
一
志
郡
加
良
洲
町
東
海
道
線
名
古
屋
駅 

 
 

 
 

乗
換
関
西
急
行
津
駅
下
車 

 

二
、
輸
送 

 
 

イ
、
志
願
兵
ハ
七
月
三
十
日
午
後
一
時
迄
ニ
郡
山
駅 

 
 

 
 

前
ニ
到
着
シ
本
県
派
遣
員
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
出
発 

 
 

 
 

ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

ロ
、
弁
当
ハ
七
月
三
十
日
夕
食
迄
持
参
七
月
三
十
一 

 
 

 
 

日
朝
食
ハ
「
食
パ
ン
」
ヲ
斡
施
ス 

 

三
、
注
意
事
項 

 
 

イ
、
志
願
兵
ハ
単
独
入
隊
及
入
隊
者
ノ
付
添
ハ
一
切 

 
 

 
 

認
メ
ザ
ル
ニ
付
格
守
ス
ル
コ
ト 

 
 

ロ
、
服
装
ハ
青
年
学
校
及
国
民
服
等
軽
装
ノ
コ
ト 

 
 

 

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
一
日 

福
島
県
耶
麻
郡
喜
多
方
町
長 

風
間
乗
ニ
印
』 

 

右
に
従
い
当
地
か
ら
の
同
時
入
隊
者
で
あ
っ
た
庄
司
、

富
田
、
阿
部
、
都
倉
の
四
君
と
共
に
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ

故
郷
を
後
に
し
ま
し
た
。
予
科
練
は
志
願
兵
の
み
で
す
の

で
年
令
に
差
が
あ
り
、
私
は
最
少
年
で
し
た
。
入
隊
二
、

三
日
後
か
ら
、
起
床
か
ら
消
灯
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
ま
で
「
月

月
火
水
木
金
金
」
の
厳
し
い
初
年
兵
教
育
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

午
前
中
は
数
学
、
理
科
等
学
科
、
午
後
は
体
育
、
魚
雷

の
構
造
、
航
空
機
の
構
造
等
の
実
技
に
関
す
る
教
育
で
し

た
。
入
隊
前
に
軍
隊
生
活
経
験
者
か
ら
聞
い
て
、
あ
る
程

度
の
覚
悟
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
的
制
裁
の
酷
さ
に

は
驚
き
ま
し
た
。 
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同
年
兵
の
中
に
煙
草
を
吸
う
者
が
お
り
、
先
輩
に
見
ら

れ
た
ら
大
変
「
初
年
兵
集
合
、
一
列
に
並
ん
で
歯
を
く
い

し
ば
れ
」「
君
等
は
二
十
歳
未
満
だ
。
酒
、
煙
草
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
知
ら
ん
か
。
吸
っ
た
者
に
注
意
し
な
い
。

君
達
に
も
連
帯
責
任
が
あ
る
」
、
途
端
に
拳
で
の
ビ
ン
タ
が

飛
ぶ
。
よ
ろ
よ
ろ
す
る
と
「
弛
ん
で
い
る
」
と
さ
ら
に
一

発
、
中
に
は
口
か
ら
血
を
流
す
者
や
、
二
、
三
日
食
事
が

満
足
に
出
来
な
い
者
も
お
り
ま
し
た
。 

 

雨
天
時
の
外
出
に
は
合
羽
を
着
用
し
ま
す
の
で
階
級
章

が
良
く
見
え
な
い
た
め
、
よ
く
先
輩
に
欠
礼
す
る
こ
と
あ

り
ま
す
。
欠
礼
し
た
ら
大
変
、
民
間
の
方
の
お
る
前
で
殴

る
蹴
る
の
制
裁
、
民
間
の
方
は
手
で
目
を
塞
ぎ
、
中
に
は

涙
を
流
し
て
お
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

兵
舎
内
外
の
先
輩
へ
の
欠
礼
、
軍
靴
の
手
入
れ
が
悪
い
、

軍
足
が
汚
れ
て
い
る
、
軍
服
の
襟
布
が
汚
れ
て
い
る
等
で

ビ
ン
タ
が
飛
ぶ
。
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
ぶ
ら
下
が
り
蝉
の
真
似
、

狭
い
衣
類
箱
に
頭
か
ら
押
し
込
ま
れ
、
し
ゃ
が
ん
で
の
長

時
間
、
練
兵
場
円
周
の
駆
け
足
、
海
軍
精
神
教
育
棒
の
所

構
わ
ず
の
殴
打
等
で
す
。 

 

ま
た
、
初
年
兵
は
激
し
い
教
育
の
た
め
に
よ
く
腹
を
減

ら
し
ま
す
。
同
郷
の
先
輩
も
こ
の
こ
と
知
っ
て
お
り
ま
す

の
で
パ
ン
等
の
差
し
入
れ
が
あ
り
助
か
り
ま
し
た
。
毎
食

交
替
で
下
士
官
室
へ
食
事
を
運
び
ま
す
。
食
事
後
、
食
器

下
げ
に
行
く
と
、
残
っ
て
い
る
物
は
こ
こ
で
食
べ
て
行
け

と
、
面
倒
み
の
よ
い
上
官
も
お
れ
ば
、
隣
の
下
士
官
の
よ

う
に
お
茶
で

が
ん
そ
う

含
嗽
し
て
残
っ
た
食
事
に
吐
き
出
す
意
地
悪

い
上
官
も
お
り
、
こ
の
上
官
に
は
食
事
を
運
ぶ
前
に
、
皆

で
頭
の
フ
ケ
を
ご
飯
に
払
い
落
し
て
か
ら
運
び
ま
し
た
。

こ
の
上
官
現
在
、
元
気
か
な
あ
。 

 

な
お
午
後
か
ら
の
海
水
浴
実
技
教
育
で
溺
死
し
た
二
人

が
、
戦
死
と
し
て
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご

遺
族
の
ご
心
痛
を
お
察
し
申
し
上
げ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

連
日
こ
の
よ
う
な
軍
隊
生
活
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
年

三
月
、
静
岡
県
藤
枝
の
航
空
基
地
に
移
動
し
、
特
攻
機
の

出
発
準
備
や
陣
地
構
築
作
業
に
当
り
ま
し
た
。
当
地
で
同

郷
の
田
中
、
相
田
両
氏
と
会
い
ま
し
た
。 

 

五
月
、
神
奈
川
県
の
第
二
相
模
航
空
隊
に
移
動
し
、
こ



643 

こ
で
も
陣
地
構
築
や
山
腹
に
器
材
貯
蔵
倉
庫
造
り
の
横
穴

掘
り
に
従
事
し
、
七
月
に
は
三
重
県
の
原
隊
へ
復
帰
し
、

近
く
の
山
地
に
民
間
の
方
々
と
共
に
宿
舎
や
器
材
庫
造
り

に
従
事
し
ま
し
た
。 

 

八
月
二
十
日
、
終
戦
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
部

隊
に
戻
り
身
の
回
り
を
整
理
、
少
量
の
米
と
故
郷
ま
で
の

鉄
道
乗
車
券
を
頂
き
、
二
十
三
日
、
伊
勢
の
高
茶
屋
駅
か

ら
貨
物
列
車
等
を
乗
り
継
ぎ
、
二
十
六
日
、
一
年
余
り
で

元
気
な
体
で
帰
宅
、
家
族
と
再
び
会
う
こ
と
が
で
き
幸
せ

で
し
た
。 

 

二
、
三
日
静
養
し
て
、
父
の
手
伝
い
を
す
る
た
め
畳
屋

と
し
て
の
技
術
習
得
に
努
め
、
現
在
畳
屋
の
主
人
と
し
て
、

長
男
の
建
築
業
の
専
務
と
共
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
軍
隊
当
時
、
国
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
出
来
な
か

っ
た
の
で
、
何
か
を
と
思
い
消
防
団
に
入
団
し
、
軍
隊
で

鍛
え
た
体
、
精
神
を
生
か
し
て
、
事
故
無
く
副
団
長
と
し

て
五
十
一
年
間
勤
め
、
勲
六
等
旭
日
章
を
受
章
し
た
こ
と

は
、
短
か
っ
た
け
れ
ど
も
軍
隊
生
活
の
経
験
あ
っ
た
こ
そ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

追 

記 

 

入
隊
当
時
の
分
隊
長 

海
軍
大
尉 

 
 

山
田 

 
 

 
 
 
 

分
隊
士 

海
軍
准
尉 

 
 

原
口
イ
ラ
カ 

 
 

 
 
 
 

班 

長 

海
軍
二
等
兵
曹 

徳
増
正
男 

 

復
員
当
時
の
私 

海
軍
飛
行
兵
長 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

番
号 

 

横
志
飛
四
三
九
二
八 

 


